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 【研究目的】 
本研究は、静岡県内の介護老人福祉施設における評価尺度（福祉サービス第三者評価
基準等）の活用状況を把握するとともに、介護老人福祉施設の質の改善、変革過程にお
ける評価尺度の影響を把握することを目的として実施した。 
【研究方法】 
2012 年 3 月に静岡県内に設置されている全ての特別養護老人ホーム（185 か所）の施
設長若しくは施設（サービス）の質の評価を担当している職員に対する質問紙調査を実
施した。質問紙は、無記名自記式としたが、インタビューを含む継続調査への協力に同
意してもらえる場合のみ、施設名および担当職位（職種）を記入する項目を設けた。ま
た、調査に当たり聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得た。 
調査項目は、①静岡県福祉サービス第三者評価の受審歴及び福祉サービス第三者評価
基準を用いた自己評価歴、②その他尺度（施設オリジナルの評価尺度等）による第三者
評価の受審歴及びその他尺度を用いた自己評価歴、③第三者評価及び自己評価の有用
感、④第三者評価及び自己評価が施設のイノベーションに影響を及ぼした事例の有無と
その具体的内容、⑤今後の評価実施希望及び実施計画、⑥第三者評価受審及び評価尺度
による自己評価を行わない理由、⑦評価尺度に期待することとした。 
【結果および考察】 
有効回答数は 66（回収率 38.6％）であり、静岡県の福祉サービス第三者評価基準を
見たことがあるとした回答者は 71.2%、当該基準による自己評価の経験がある施設は 27
施設（40.9%）、当該第三者評価受審経験のある施設は 18 施設（27.3%）であった。  
また、自己評価実施経験のある 27 施設の回答者のうち、自己評価が施設の変革につ
ながったと感じているという回答者は 18 人（66.7%）、第三者評価受審経験のある 18 施
設の回答者のうち第三者評価受審が施設の変革につながったと感じている回答者は 12
人（66.7%）であった。さらに、当該評価基準を使用した自己評価又は第三者評価受審
経験の有無にかかわらず、当該基準が施設の変革に役立つかどうかという設問に肯定的
回答をした回答者は 76.9%となっていた。これらの結果は、当該評価基準の活用が、介
護老人福祉施設の質的変革につながることを示すものといえよう。 
しかし、①当該評価基準を改善する必要があると考えている回答者が 35.3％（改善の
必要はないという回答者 11.8%）存在したこと、②今後当該評価基準を活用する又は少
しは活用するという回答者が 45.4%にとどまったこと、③今後当該第三者評価を受審す
るという考えをもっている回答者が 9.1%に過ぎなかったことは、当該評価基準を改善す
る必要性および第三者評価制度（システム）のあり方を再検討する必要性を示唆するも
のといえよう。 
今後は、今回の調査結果のさらなる分析・考察および継続的に行うインタビュー調査
研究等により、当該評価基準および制度の改善策を具体的に示していく予定である。   
【学会発表、論文発表の状況】 
今後、聖隷クリストファー大学紀要等に投稿予定。 
